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れる『続古事談』或説の義清について、新出詩五首 (7)-(11) ( r中右記』部類巻第一十八紙背漢詩勧修
寺家本)中にその作があることに着目し、六人党が和漢兼作の人であることや当詩会参加者の交友関係も
併せ考えて、当該詩が義清が六人党のまぎれもない成員であることを示す貴重な資料とする。
IV r六人党」の終罵、第一草では義清の履歴を記録類から博捜し、第二章『長久同年冬西宮「落葉知
雨」題歌会」では『落葉911雨」題歌の詠歌年次を長久四年、兼長(重成)の『後拾遺集~ (雑五1132)
歌等から義清の肥後守補任を長久五午(寛徳元年)とそれぞれ比定する。そして「六人党Jの基盤を作り
上げた頼実が同年六月七日に亡くなったこと(家集勘物)もあって、長季の西宮邸で聞かれた歌会が六人
!前った「六人党」の終罵を示していると推断する。
V氷承年間の六人党では、第一章で、永最年間の六人党の動静を、 『橘為仲朝臣集』の落帖・錯簡を復
元する試みの中にみようとする。その結果、能因の最終詠と彼の生存年次を通説より二年繰りドげるべき
ことを主張する。また、能因と相標が六人党の先達として活動した事例として腫引用されてきた同集26番
詞書の年次を永承七年と確定し、六人党史にその意義を刻印、頼家の越中守在任期も特定する。第二章
「俊綱家歌会と六人覚」は清輔撰『和歌一字抄』を足がかりに、 『橘為伸朝臣集~ ~万代集』を照応させ
ることで俊綱家歌会の三度の開催期、橘俊綱の尾張守・丹波守在任期等を特定し、永承・天喜年間の六人
党の活躍状況を追い、 j}<承年間以降の六人党の成員は範永・経衡・頼家・為仲の四人であり、その活動は
彼らのみでなく他の歌人たちも交えでのものとなること、俊綱がその後援者であったことを明らかにする。
以上、本論 IからVにおいて、六人党の歌人としてのあり五に迫り、それを「和歌六人党」の全体傑と
して把握、結ではじね吹ー鵠』にみるように頼実の歌から多くを負っている俊頼に焦点をあて、第一章で
は、公任一頼実(六人党)一俊頼の流れ、第三章では、能因ー頼実しに人党)一俊頼の流れが和歌史の上に
辿れることを説き、 「藤原公任の美学と能因法制の数奇」を継承した頼実(六人党)の歌が、中世和歌の
先駆をなしていることを浮かび上がらせている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、 「論文内容の要旨」に示した通り、 「拾遺集」から「後拾遺集」の勅撰集空円期に、官僚歌
人ともいうべき独自の活動を展開した和歌六人党について、その事蹟を詳細に験証し、その生成、消長を
和歌史にはじめて具体的に位嵩.づけた労作である。従前、犬養廉氏の「和歌六人党に関する試論j (r国語
と国文学』昭和3l年9月)以外、殆ど研究をもたないこの分野は、説話世界の拡がりの中に歴史的事実が
ともすれば霧散する中で、しかし政治や社会状況へのめくばりを一方で強く要請されるという、きわめて
困難な研究領域であった。即ち、和歌史の空白期は、そのまま研究未開拓領域であったが、本論文はそう
した時代への意欲的な取り組みであることをまず高く評価し、以下、研究史等を慨指した序部を除いて、
本論各部章の審査結果を述べる。
1 ff~第一章は、 「六人党」の中核に源頼実と共に藤原範永を位置づけ、続けて第二、第二章では、犬益
氏以降通説となっている能凶と相模の六人党先達関与説を排し、彼等の最も精力的な活動期は後朱雀朝後
と断じて、和歌史の更新を果たした。併せ、能因の伊予在国が馬の交劫業省としてあったこと、また「相
模集』に半左右を集約し、そこから新たな出守ーをめさ。した相模の生きぎまに f六人党」・のそれと響きあうも
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のがあることなど、三人の動静をよく深践しての新見解を提示し、たとえば受領層の地方生活の実態には
なお確証を得がたい部分は残るものの、全体としては、本論文のテーマをこえて、和歌史事情解明へむけ
てのきわめて重要な追補たり得ている。
I部第一ー章は、要旨にも述べる通り、長元八年 (1035)冬の大堰紅葉題歌会などを検証して、『六人党」
の活動が、犬養説よりも五、六年早くにはじまることを主張して、本論文の基点、を示した力作。既に必読
論文としてその結論は学界の広く承認するところであるが、たとえば、頼実の家集勘物の『歌人 長元六
威人jの解釈など、歴史家の知見をも含めて今後なお議論の期待される部分も残される。
第六章は、頼実を巾心に、六人党相互の姻戚関係や交遊関係などを、その詠歌の場の影響関係に具休的
に読みとって、 『史級H記』等から断片的にしかうかがえない頼実の従兄源資通像の浮き彫りなどにも成
功している。
!日部は、 「六人党Jが和漢兼作の人であることを、歌題、詩会を中心に日記資料などを重ねあわせて比
較照合しながら験証する。第一章では従前不明とされた二つの詩会時期を特定、第一章では、これも『六
人党Jとしての認定に跨躍のあった橘義清を成員とすべきことを説得的に論述する。資料を博捜しての慎
重な推論で、尊章されるべき結論であろう。
IV部は、 『落葉知雨j題歌会など、 『六人党」時代の歌会の年次考証に見るべき功績が並ぶ。特に苦漠
たる説話的世界の中にあった『六人覚」終鴬期を提不して、 「六人覚J時代区分に明確な輪郭を与えた点
は貴重である。
V部は、 「永承六人党」についての考証で、優れた諸論をもって楠成される本論の中でも特に注目すべ
きところであろう。とりわけ、第一章 rr橘為仲朝匝集』を通して」は、落帖を指摘されてきた書陵部本
『橘為伸朝臣集』を錯簡本と推断、更に古筆切一葉をもって冒頭本文を補い、その復元に成功し、もって
能閃最終詠年次を従米より二年引き下げるなど、顕著な成果をおさめている。論述がやや難渋なきらいは
あるが、書誌的実証の手際は鮮やかである。第二章も、 『和歌一字抄』をはじめ、博捜した諸文献に鋭い
視点、を探り当て、永承六人党を範永、経衡、頼家、為伸の四人と断じて、従前未決の文学史議論に決着を
与えた。
結部は、頼実の「落葉知雨」題歌「木の葉散る宿は岡弘分くことぞなき時雨する夜も時雨せぬ夜もJを
時代焦点にして、 「六人}'tJの平明な叙景歌や落葉を詠んだ多くの自然、詠が、十一世紀末から顕著になっ
てくる中世和歌への歌胤形成に大きな役割を果たしたことを論じる。 enち、第..章では、公任ー頼実(六
人覚)一俊頼、第二章では、能因ー頼実(六人党)一俊頼を結んで和歌史の流れを辿り、今後の文学史論議
の出発点を示して本論の結びとしている。問題も大きく今後の議論を待たねばならぬ部分も多いが、概ね
妥当な結論といえよう。
本論文は、叙上の如く、従前唆昧模糊としていた「六人党Jの世界とその時代について当代社会的事象
をも絡みあわせながら、はじめて本格的に論じた研究である。発表当時から反響を呼んだ諸論をも含めて、
課程博士論文としては類い稀な成果を挙げたと評価される。周辺資料の解釈になお考察を要する箇所や、
叙述に工夫を要する部分も残されるが、上記評価にはいささかの揺らぎもない。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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